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住民が安心して住み続けられるための地域医療を！

地域医療を守る共同行動
みやぎ連絡会

News
2023.7.6.FRI No.144

＝ 4病院再編統合･移転問題 ＝
「私たちのことは、私たち抜きに決めないで！」

地域の包括ケアが壊れるのがもっとも問題
富谷市移転は到底認められない！
緊急討論会には105名が参加！

7月1日（土）村井知事が進める4病院再編構想に反対する患者や医師ら105名が集い「緊急討論集
会」が宮城野区文化センターで開催されました。
問題提起として精神医療に関わる2名の医師からの発言では、県が4月に示し医療コンサルタントの

報告書を「地域特性を分析していない」と批判し、「富谷市移転で県の財政負担はさらに増す」こと
も指摘され、「長年かけて築いてきた地域の包括ケアを自ら捨てていいのか」と県立精神医療センタ
ーの富谷市移転に反対の意見を述べました。また、県精神保健福祉審議会の位置づけや議論にも触れ
た意見も出されています。
会場から、精神医療ユーザーが「精神医療センターの移転の問題は病院の利用者のことを全く考慮

せずに進んでいる。精神医療は地域医療であることを理解すべきだ」という意見や、6月末に労災病
院と日赤病院の本部に要望してきた報告などの発言がありました。
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特集1 仙台医療圏の病院再編持続可能な医療の提供に向けて
※県側の一方的な主張となっていますのでご注意ください。

https://www.pref.miyagi.jp/documents/46672/p4-7.pdf
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https://www.pref.miyagi.jp/documents/46672/p2-3.pdf
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⁺共同行動みやぎ連絡会 NewsPlus

（注／報道記事転載の為、組織内資料扱）

2023年6月23日 河北新報



- 5 -

精神医療センター富谷移転の撤回求める
医師ら仙台で討論会「地域包括ケア壊す」

https://kahoku.news/articles/20230701khn000066.html

2023年7月2日 河北新報

県が主導する仙台医療圏4病院の再編構想に反対する患者や医師らが1日、構想の問題点を話し合
う討論会を仙台市宮城野区の区文化センターで開いた。県立精神医療センター（名取市）の富谷市移
転については、名取の地域包括ケアを壊すとして撤回を求めた。

約80人が参加。県精神科病院協会の岩舘敏晴会長は、県が4月に示した新病院の方向性に関する医
療コンサルタントの報告書を「地域特性を分析していない」と批判。「長年かけて築いた（作業所な
ど）社会資源との連携をあえて自ら捨てていいのか」と精神医療センターの移転に反対した。

再編構想では、精神医療センターと東北労災病院（青葉区）を合築して富谷市に新病院を整備する。
身体疾患と精神疾患の合併症への対応が充実するとされるが、岩舘会長は「病院の運営主体が違うの
に、『隣り合っているから連携できる』というのは理想主義的に過ぎる」と疑義を呈した。

県精神神経科診療所協会の原敬造顧問は、自身が委員を務める県精神保健福祉審議会が再編構想に
ついて議論した経過を報告した。

精神障害の当事者でつくる市民団体「みやぎユーザーズアクション」の原田幸一さん（48）＝泉
区＝は「精神科医療は患者の地域生活を支えるためにあるということに対し、県はあまりにも無理解
だ」と訴えた。
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2023年7月2日 河北新報
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4病院再編で医師らが問題点を指摘
https://www3.nhk.or.jp/tohoku-news/20230703/6000023970.html

2023年7月3日 NHK仙台

宮城県が進める4つの病院の再編について考える討
論会が仙台市で開かれ、参加した精神医療に携わる
医師らからは県立精神医療センターの移転には問題
点があるという意見が出されました。

宮城県は、医療機関を適正に配置するとして4つの
病院を統合や移転するなどとした計画を進めていま
す。
この再編計画について、医療関係者や弁護士などの

呼びかけで、1日、仙台市で討論会が開かれました。
このうち、名取市の「県立精神医療センター」と仙台市の「東北労災病院」を、それぞれの経営主

体を残したまま富谷市に設置する計画について、県精神科病院協会の岩舘敏晴会長は、新病院で想定
している1日あたりの外来患者数では年間2億5千万円の減収となり、県の財政負担はさらに増すと指
摘しました。
また、40代の患者の男性が「精神医療センターの移転の問題は病院の利用者のことを全く考慮せ

ずに進んでいる。精神医療は地域医療であることを理解すべきだ」という意見を出していました。
討論会を呼びかけた名取メンタルヘルス協会の小泉潤理事長は「40年以上かけて作り上げてきた地
域の包括ケアが壊れるのがもっとも問題で到底、認められない」と話していました。


